
第33期第18回常任理事会議事録

日 時：2006年２月13日（月）13時30分～16時20分

会 場：日本気象学会事務室（気象庁８階)

出席者：廣田，木田，近藤，多田，田中，新野，板東，

藤部，以上８名．

その他の出席者：島村，渡辺（事務局)

議 事

１．第33期第17回常任理事会議事録の確認

２．各委員会からの報告

庶務…転載許可

１)沖縄気象台長より，気象集誌第82巻第１

号の，Structure and Development of
 

Two Merged Rainbands Observed over
 

the East China Sea during X-BAIU-99

のPartⅠとPartⅡ（茂木耕作他）の沖

縄気象台機関紙「沖縄技術ノート」への

翻訳転載．

２)竹見哲也氏，SOLA第１巻p.157～160の

第５図他（竹見哲也他）の，Journal of
 

Geophysical Researchへの転載．

３)法政大学文学部気候学談話会（代表，佐

藤 典 人）よ り，気 象 集 誌 第82巻 p.

951～958（井上知栄他）と同83巻 p.

89～106（木口雅司他）の論文の同会発行

の Japanese Progress in Climatology

への転載．

後援名義等使用依頼受け付け

名称：ヒートアイランド対策国際ワーク

ショップ

１)主催：国土交通省他

２)期日：2006年８月３日（木)～４日（金)

３)場所：三田共用会議所

(東京都港区三田2-1-8)

４)名義：後援

名称：第34回可視化情報シンポジウム

１)主催：可視化情報学会

２)期日：2006年７月24日（月)～26（水)

３)場所：工学院大学新宿校舎

(東京都新宿区西新宿1-24-2)

４)名義：協賛

・2005年度秋季大会の会計報告を受領した．

・団体会員及び書店への請求書を発送した．

・評議員，名誉会員及び監事に第２回評議員会

の案内を発送した．

・第34期役員候補者選挙の投票用紙を通常会員

宛に発送した．

・2006年度春季大会委員長への就任依頼文書を

気象研究所長宛に発送した．

会計…2006年１月分の収支報告．

・国際学術交流基金等で運用している公社債投

資信託を解約し，金利の良い国債，地方債へ

の転換を図ることが了承された．

・退職引当金として運用している金銭信託を解

約し，普通預金に移すことが了承された．金

利より払い出し手数料の方が高いため．

天気…Vol.53No.2（2006年２月号）の掲載記事と，

Vol.53No.3（2006年３月号）掲載予定記事

の報告．

・本文の印刷が薄く再度印刷をやり直したた

め，１月号の発送が遅れた．

SOLA編集…投稿から搭載まで時間が掛かってい

るものが若干あるが，比較的順調に処理され

ている．

講演企画…春季大会参加のオンラインによる受付が

始まった．これまで不具合等は報告されてい

ない．

教育と普及…2006年度の夏期大学の細目を検討中．

８月５日（土)～６日（日）に気象庁で開催す

る．テーマは「気象数値シミュレーションと

その応用」．従来は学校の先生を対象にしてい

たが，今回は一般を対象とする．テキストの

電子化についても検討中．

・教育用ウェブサイトの掲載情報等について連

携を図るため，気象庁（民間事業振興課）と

「気象教育プログラム」に関する申し合わせを

締結した．

・気象学に対する一般の関心を高めるため，喫

茶店を借り切って話題を提供する「サイエン

ス・カフェ」を企画中．

電子情報…2006年１月１日～１月31日の気象学会

ホームページのアクセス状況（120，401件)．

2005年度春季大会シンポジウムパンフレット

へのアクセスが引き続き好調．2006年度春季
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大会告示へのアクセスも増えている．

・第34期役員立候補者の公示を掲載した．

・日本学術会議のニュース・メールへのリンク

を追加した．

・礒野謙治名誉会員ご逝去のお知らせを掲載し

た．

・高知大学理学部教員，京都大学生存圏研究所

「ミッション専攻研究員」及び大阪府立大学大

学院工学研究科航空宇宙工学分野教員の公募

記事を掲載した．

・１年分の“天気”，気象集誌，SOLAの記事を

集めたCD-ROM の発行について提案があっ

た．会員サービス等事業面からの検討や作成

方法，内容について議論を深めることとした．

３．会員の加入・退会

新入会員９，退会12を承認．２月10日現在，会員

数4,128名．通常会員数は現在972名．

４．2006年度気象学会賞，藤原賞の推薦について

藤原賞推薦委員会による２名の推薦を受理した．

前回の常任理事会で受理した気象学会賞の候補者２

名と合わせて全理事で投票する．

５．第２回評議員会について

2006年３月８日（水）にKKR東京（竹橋会館）で

開催する評議員会の進め方について確認した．

６．航空気象研究連絡会の発足について

標記研究連絡会の発足を承認した．代表は古川理事

が務める．

７．2006年度総会資料（第一次案）について

2005年度の事業報告と2006年度の事業計画案及び予

算案について検討した．

８．３月の理事会の議題について

前項の総会資料の検討に加え，125周年記念事業準備

委員会を実行委員会に移行すること，気象学会賞と

藤原賞の投票結果の報告，日本学術会議に係る状況

報告等を予定議題とした．地方理事から支部活動に

関する意見も照会する予定．

９．その他

(1)2005年度秋季大会（神戸）の収支報告

標記大会の実行委員会から収支報告があった．

実行委員会の尽力により会場費などが押さえられ

た結果，55万円余の残額が返納された．

(2)第52回風に関するシンポジウムの報告

幹事の三上理事から，１月24日（火）に気象庁

で行われた標記シンポジウムについて，準備に当

たり気象庁広報室の協力を得たことや，参加者59

名で盛況だったこと等が書面で報告された．

(3) ISO審議委員会へのオブザーバー参加について

気象測器工業会の国際技術部会から，気象測器

の国際規格（ISO）審議委員会へのオブザーバー参

加依頼があったので，気象研究所長の藤谷德之助

氏に参加を打診することとした．

(4)日本学術会議に係る情勢について

旧気象研連の幹事から，2006年の４月～６月の

間に国際会議に出席する研究者で，今後の同会議

の国際的活動の核となるにふさわしい者を連携会

員として任命・派遣したいという推薦依頼があっ

たことが木田理事から報告された．

2006年4月
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